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１ 曙８ １ 姥２ 4１ ｋ ９ Ｌ １０ Ｙｒｓ 
Ｂ(Ｈ､Ｔ､） 1９ 180.0 7５．５ 5３６４ 1 ﾘ/6 ８ １ ％ ６ 4２Ｒ ７ 
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Ｄ(Ｈ､Ｙ､） 2０ 160.5 5０．５ 5２６３ １ 曙４ １ 姥２ 4０Ｌ ８ 
(Ｓ､Ｔ､） 1９ 169.0 6２．０ 5４６３ 4２Ｒ ９ 
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Ａ～， 
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※ｌサービス時…………サーバーが最初のサーブを打ってから
５ポイント終了し、次のサーバーが
サービスするまでの間をいう。
lサービス時における最高心拍数の経時的変動(ＣＤ組）図－２Ｂ
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心拍数の応答からみた卓球選手の運動負荷強度に関する研究一ダブルスの試合の特徴一（第１報）
図－３は、ｌサービス時における所要時間を示したものである。それぞれ１サービス時において
所要時間の最も長かったのは、２０サービス目の84秒で、最も短かったのは、１３サービス目の52秒で
あった。また平均は63.2秒であった。前半に顕著な差がみられ変動が大きいが、中半にはおよそ６０
秒の試合が進行している。ゲームの所要時間と各被験者の心拍数との間での相関はみられなかった。
図－３１サービス時における所要時間
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まとめ
卓球は運動範囲は狭いが、俊敏な動作が要求きれる運動形態をとり、上肢と下肢を間欠的に動か
す運動である。活動筋の絶対量は、１ポイント中の動作時間が極めて短いものであるから、筋力や
パワーといった体力要素よりも敏捷性が最も要求されるものである。またこのことから心機能促進
による心拍数の反応を運動負荷強度として考慮する場合、実質的にプレイの動作にも含まれないロ
スタイムをどのように活用するかによって変化する心拍数を考慮しながら、ダブルゲームにおける
運動負荷強度を考えなければならない。今回の実験から各被験者のエネルギー代謝率（Relative
MrtabolicRate）を算出すると、被験者ＡとＢは6.5で、Ｃは7.5それにＤは5.5であった。
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